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リフォーム / リノベーションの違い
■ 3 つの改修手法「❶ リフォーム（リニューアル）」「❷ リノベーション」「❸ コンバージョン」の違い

改修前　学校

改修前　美術館

改修前　短期大学サマースクール施設

改修後　学校

改修後　美術館

改修後　商業施設

原状回復のための修繕。
老朽化した外装や内装の修繕、設備機器の原状回復を図る。
これまでの軽井沢町中央公民館の改修工事などが該当する。

❶ リフォーム（リニューアル）

改修イメージ

改修イメージ

町役場

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

改修イメージ

❷ リノベーション

❸ コンバージョン
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完成から時間が経過した建築物を、現在および将来の使用に耐えうる
よう修繕、改修すること。社会ニーズの変化、改修効果、耐用年数等
の視点から戦略的な修繕・改修を実施し、性能機能および資産価値の
向上を図る。そのため、躯体以外のすべてを解体・新設する全面改修
となることが多い。

建築物をある用途から別の用途に変更するために修繕、改修、増築を
行うこと。戦略的な修繕・改修を実施するという内容やプロセスはリ
ノベーションと同じであるが、用途変更に伴う法的対応などの対応も
必要となる。そのため、躯体以外のすべてを解体・新設する全面改修
となることが多い。

C 案の公民館改修イメージ
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氷見市庁舎 ～旧高校校舎から市庁舎へのコンバージョン～ 

◎メリットを生かす 

体育館の特徴である「柱・壁の無い大空間」は今回の

計画を進める要因ともなった最大の利点です。この大

空間を生かし、１階は市民と密接に関係する部署を全

て配置することで、解り易く移動距離の短い「やさし

い窓口」とし、これまで問題であった窓口の分散配置

を解消することができました。 

◎デメリットを庁舎の顔に 

２階アリーナは天井高さが 10ｍを超え、空調効率が

極端に悪くなることが想定されました。天井を低く抑

える必要があるが採光窓は上部にしか無く、快適な執

務空間を造る上での「致命的な欠陥」でしたが、「船

底型天井」の設置により、気積を４０％程度抑えて空

調効率を向上させ、上部窓からの十分な採光も確保す

ることができました。天井全面に張った軽量な白いテ

ント膜は、日中は自然光、夜間はアッパーライトで照

らされることで、室全体の明るさ感を確保するととも

に、印象的でダイナミックな「新市庁舎の顔」となる

空間を造りだしました。 

所 在 地 ： 富山県氷見市鞍川 1060 
敷地面積 ： 20,746.91 ㎡ 
建築面積 ： 4,374.37 ㎡ 
延床面積 ： 7,890.31 ㎡ 
構造規模 ： SRC 造 2 階建て(旧体育館)×2 棟 
       RC 造 3 階建て(旧教室棟) 
       S 造 2 階建て(連結増築部)×2 棟他 
設計監理 ： 山下設計・浅地設計共同企業体  
ｵﾌｨｽｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ ： 株式会社イトーキ 
施  工 ： 名工建設株式会社 北陸支店 
       氷見土建工業株式会社(外構) 

氷見市では、市庁舎（旧）の老朽化や耐震性能不足、庁舎の分散配置等

さまざまな問題を解決するため、閉校となった旧富山県立有磯高等学校

の体育館と校舎棟の一部をコンバージョンし、新しい市庁舎として整備

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氷見市庁舎 ～旧高校校舎から市庁舎へのコンバージョン～ 

◎メリットを生かす 
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調効率を向上させ、上部窓からの十分な採光も確保す
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空間を生かし、１階は市民と密接に関係する部署を全

て配置することで、解り易く移動距離の短い「やさし
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を解消することができました。 
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氷見市庁舎 ～旧高校校舎から市庁舎へのコンバージョン～ 

◎メリットを生かす 体育館の特徴である「柱・壁の無い大空間」は今回の

計画を進める要因ともなった最大の利点です。この大

空間を生かし、１階は市民と密接に関係する部署を全

て配置することで、解り易く移動距離の短い「やさし

い窓口」とし、これまで問題であった窓口の分散配置

を解消することができました。 ◎デメリットを庁舎の顔に ２階アリーナは天井高さが 10ｍを超え、空調効率が

極端に悪くなることが想定されました。天井を低く抑

える必要があるが採光窓は上部にしか無く、快適な執

務空間を造る上での「致命的な欠陥」でしたが、「船

底型天井」の設置により、気積を４０％程度抑えて空

調効率を向上させ、上部窓からの十分な採光も確保す

ることができました。天井全面に張った軽量な白いテ

ント膜は、日中は自然光、夜間はアッパーライトで照

らされることで、室全体の明るさ感を確保するととも

に、印象的でダイナミックな「新市庁舎の顔」となる

空間を造りだしました。 所 在 地 ： 富山県氷見市鞍川 1060 
敷地面積 ： 20,746.91 ㎡ 建築面積 ： 4,374.37 ㎡ 延床面積 ： 7,890.31 ㎡ 構造規模 ： SRC 造 2 階建て(旧体育館)×2 棟 

       RC 造 3 階建て(旧教室棟) 
       S 造 2 階建て(連結増築部)×2 棟他 
設計監理 ： 山下設計・浅地設計共同企業体  
ｵﾌｨｽｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ ： 株式会社イトーキ 
施  工 ： 名工建設株式会社 北陸支店 
       氷見土建工業株式会社(外構) 

氷見市では、市庁舎（旧）の老朽化や耐震性能不足、庁舎の分散配置等

さまざまな問題を解決するため、閉校となった旧富山県立有磯高等学校

の体育館と校舎棟の一部をコンバージョンし、新しい市庁舎として整備

しました。 
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リフォーム / リノベーションの違い
■ 3 つの改修手法「❶ リフォーム（リニューアル）」「❷ リノベーション」「❸ コンバージョン」の参考事例 -1

【外観】外観の改修は最低限にとどめ、市民の旧校舎の記憶を継承。 【内観】無柱大空間の体育館を執務室に改修。船底型の軽量天井で気積を抑え空調効率向上と自然採光を実現。

【内観】

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

千葉市都賀コミュニティセンター / 用途：コミュニティセンター 

氷見市庁舎 / 用途：庁舎（高等学校の主に体育館部分をコンバージョン）    ※ 設計 JV 実績

【外観】外壁の塗装更新 【内観】内装の更新

❷ リノベーション 守口市立図書館 / 用途：複合文化施設  （ 改修前「図書室、ホール、プラネタリウム、会議室」➡ 改修後「図書館、ホール、スタジオ」）

【外観】1993 年築で外装耐久性が十分であったことから手を加えていない。 白壁塗装による自然採光の効果向上や間仕切り撤去により空間のつながりを高める等の改修により、　　　
快適性と利便性向上を実現。

C 案の公民館改修イメージ
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リフォーム / リノベーションの違い
■ 3 つの改修手法「❶ リフォーム（リニューアル）」「❷ リノベーション」「❸ コンバージョン」の参考事例 -2

都立某学校校舎 / 用途：学校 

真庭市立中央図書館 / 用途：図書館（庁舎をコンバージョン）

C 案の公民館改修イメージ

【外観】外壁の塗装更新

【外観】新設した外壁とカーテンウォールは既存躯体保護の役割も果たす。

【内観】内装の更新

【内観】トップライトを増設し、自然光による明るい読書スペースとし快適性向上を実現。

❷ リノベーション

【外観】円弧状の増設部分は 2階のホール出入口へ至る階段スペースであり、利便性向上の機能を持つ。 【内観】1 層から 2層のホールに改修し客席を急勾配とし視覚環境の改善。
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清瀬けやきホール / 用途：市民ホール 


